
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

サブアリーナ ～ 新規設置 
観覧席：108 席 

相撲場 ～ 練習用土俵（２面）を新規設置 
観覧席：180 人収容（固定席なし） 

EV 

弓道場 

弓道場 ～ １２人立ち 
観覧席：120 人収容（42 席） 

屋外設備 

スペース 

EV 

福岡武道館新築工事 起工式 

■施設整備の概要 

 建築場所：福岡市博多区東公園１０７番２５ 

 敷地面積：6,420.84 ㎡   建築面積：4,163.44 ㎡  延床面積：13,608.92 ㎡     

 階  数：地上４階・地下１階 

 構  造：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造） 

 工  期：令和５年１０月着工 

      令和７年１１月しゅん工 

相撲場 練習用 
土俵 

駐車場 

サブアリーナ 
地下駐車場 

38 台 
 

■４階平面図 

■１階平面図 

■地下１階平面図 

エントランスホール 

駐車場 9 台 

福岡県警察 

吹抜け 

EV 

EV 

EV 

EV 

【施設機能比較】

収容人数 固定席 車いす枠

柔道場 ４面 ４面

剣道場 ４面 ４面

弓道場 １２人立ち 屋外 １２人立ち 120 42 2

相撲場 １面 屋外
１面

練習用２面
180 2 2

サブアリーナ ― ― バスケット１面 108 108 2

駐車場

※　収容人数は固定席と可動席の総数。相撲場の席は平面席

1,021 1,022 1,022 6

42台 47台（屋内38台、屋外9台）、うち車いす用3台

現福岡武道館 新福岡武道館

機能 観覧席 機能
観覧席※



 

  

   

  

  

 

 

 

 

  

 

■デザインコンセプト 

 武道の精神と福岡の文化の融和による武道振興の新たな拠点の創出 

 ・格式高く重厚感のある「和」のデザインで、伝統的な武道の精神を表現 

 ・博多織をモチーフとした列柱や外壁で、武道館の風格と福岡らしさを演出 

 ・省エネ化や周辺環境に配慮した設計で、人と自然にやさしい武道館 

 

■施設の特徴 

 ・太陽光発電設備の設置、施設の省エネルギー化 

 ・施設のバリアフリー化、車いす用観覧席及び駐車場の設置 

 ・県産木材の活用（エントランス、柔剣道場観覧席など） 

メイン出入口 

利用者動線 
地下鉄 

千代県庁口駅 

通用口 
車両出入口 

福岡武道館 
福岡市民 

体育館 

剣道場 
（４面） 

柔道場 
（４面） 

■２階平面図 

■３階平面図 

柔道場・剣道場 ～ 競技面及びその間隔を拡大 
             観覧席：1,022 席 

弓道場 

武道場 
（剣道場・柔道場） 

相撲場 
練習用 
土俵 

地下駐車場 

サブアリーナ 

観覧席 観覧席 

観
覧
席 

観
覧
席 

最高高さ（25.74ｍ） 

４階 

３階 

２階 

１階 

B1 階 

8.9ｍ 

10.15ｍ 

10.4ｍ 6.3ｍ 

4.1ｍ 

太陽光パネル 

屋外設備スペース 

８１ｍ 

吹抜け 

連携 

エントランスホール 渡り廊下 

EV 

EV 

EV 

EV 

EV 

EV 

 

■配置図 

■断面構成 
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